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小
論
は
、
拙
稿
「『
教
行
証
文
類
』「
化
身
土
文
類
」
末
の
意
義
―
―
存
覚
の
神
祇
観
を
理
解
す
る
た
め
に
」（『
世
界
仏
教
文
化
研
究
論
叢
』
第
六
一
集
、
二
〇
二
三

年
）
の
内
容
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
除
く
」（「
唯
除
」）
と
い
う
語
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
親
鸞
か
ら
存
覚
へ
の
教
学
展
開
を
考
え
る
。「
除
か
れ
る
者
」

と
は
、
現
代
思
想
か
ら
見
れ
ば
、「
他
者
」
で
あ
る
。
拙
稿
で
論
じ
た
神
祇
も
、
一
種
の
他
者
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
「
除
く
」
と
誓

わ
れ
た
他
者
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
難
治
の
三
機
と
称
さ
れ
る
五
逆
罪
・
謗
法
罪
・
一
闡
提
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
こ
の
難
治
の
三
機
に
注
目
し
て
考
察
を
す

る
こ
と
に
す
る
。

一　

浄
土
教
に
お
け
る
「
除
か
れ
る
者
」

㈠
「
除
く
」
と
い
う
言
葉
の
意
義

　

阿
弥
陀
仏
は
そ
の
本
願
に
「
一
切
衆
生
」
と
呼
び
か
け
、
全
て
の
衆
生
に
対
す
る
救
済
を
約
束
し
て
い
る
。
一
切
の
衆
生
と
は
、『
大
経
』
異
訳
の
『
大
阿
弥
陀
経
』

に
は
「
無
央
数
天
・
人
民
及
蜎
飛
蠕
動
之
類
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
虫
の
類
も
含
む
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
指
す
。
一
方
で
、『
大
経
』
第
十
八
願
文
と
成
就
文
に
は
、
以
下

（　

）
1

存
覚
に
お
け
る
逆
謗
摂
取
の
理
解
に
つ
い
て

一



の
者
は
除
く
と
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
八
願
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

①
設
我
得
㆑
仏
、
十
方
衆
生
、
至
㆑
心
信
楽
、
欲
㆑
生
㆓
我
国
㆒、
乃
至
㆓
十
念
㆒。
若
不
㆑
生
者
、
不
㆑
取
㆓
正
覚
㆒。
唯
除
㆓
五
逆
、
誹
謗
正
法
㆒。

　

ま
た
、
第
十
八
願
成
就
文
に
、
次
の
如
く
説
か
れ
る
。

②
諸
有
衆
生
聞
㆓
其
名
号
㆒、
信
心
歓
喜
、
乃
至
㆓
一
念
㆒
至
㆑
心
廻
向
、
願
㆑
生
㆓
彼
国
㆒、
即
得
㆓
往
生
㆒、
住
㆓
不
退
転
㆒。
唯
除
㆓
五
逆
誹
謗
正
法
㆒。

　

こ
の
「
唯
除
」
と
い
う
言
葉
は
『
如
来
会
』
の
第
十
八
願
と
成
就
文
に
も
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
八
願
に
、

若
我
証
㆓
得
無
上
覚
㆒
時
、
余
仏
刹
中
諸
有
情
類
、
聞
㆓
我
名
㆒
已
、
所
有
善
根
、
心
心
廻
向
、
願
㆑
生
㆓
我
国
㆒、
乃
至
十
念
。
若
不
㆑
生
者
、
不
㆑
取
㆓
菩
提
㆒。
唯
除
㆘

造
㆓
無
間
悪
業
誹
㆗
謗
正
法
及
諸
聖
人
㆖。

と
説
か
れ
、
さ
ら
に
成
就
文
に
は
、
次
の
如
く
説
か
れ
る
。

聞
㆓
无
量
寿
如
來
名
号
㆒
乃
至
能
発
㆓
一
念
浄
信
㆒、
歓
喜
愛
楽
、
所
有
善
根
廻
向
、
願
㆑
生
㆓
無
量
寿
国
㆒
者
、
隨
㆑
願
皆
生
得
㆓
不
退
転
乃
至
無
上
正
等
菩
提
㆒。
除
㆓
五

無
間
誹
毀
正
法
及
謗
聖
者
㆒。

　

た
だ
し
、〈
初
期
無
量
寿
経
〉
の
『
大
阿
弥
陀
経
』『
平
等
覚
経
』
に
は
、
悪
人
を
「
唯
除
」
す
る
と
い
う
語
は
な
い
。
注
意
し
た
い
の
は
、
十
念
・
一
念
を
語
る
下
輩

に
こ
の
語
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
れ
ば
、〈
後
期
無
量
寿
経
〉
で
独
自
に
成
立
し
た
衆
生
往
生
の
本
願
文
と
そ
の
成
就
文

に
お
い
て
の
み
見
ら
れ
る
思
想
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
、〈
無
量
寿
経
〉
諸
異
本
に
見
ら
れ
る
生
因
（
往
因
）
願
及
び
三
輩
段
の
生
因
思
想
と
の
根
本
的
な

相
違
が
往
生
の
行
業
に
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
唯
除
」
の
義
が
〈
無
量
寿
経
〉
で
最
初
に
説
か
れ
た
の
は
、『
平
等
覚
経
』
第
二
十
願
の
「
置
是
余

願
功
徳
」
で
あ
る
。「
余
願
功
徳
」
と
は
、『
梵
本
大
経
』
第
二
十
一
願
か
ら
、
そ
の
意
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
菩
薩
が
建
て
る
「
特
別
の
誓
願
」
を
意
味

す
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
菩
薩
は
、
普
賢
菩
薩
・
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
な
ど
衆
生
救
済
の
た
め
に
五
濁
の
世
へ
の
出
現
を
願
う
菩
薩
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
者
を
除
く
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
梵
本
大
経
』
に
よ
れ
ば
、
第
十
九
願
と
第
二
十
六
章
に
も
十
念
・
一
念
の
語
と
と
も
に
「
除
く
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
十
九
願
に
、
以
下
の
通

り
説
か
れ
て
い
る
。

…
…
か
れ
ら
が
―
―
無
間
〔
罪
〕
を
犯
し
た
者
た
ち
と
正
法
を
誹
謗
す
る
と
い
う
障
碍
に
覆
わ
れ
た
衆
生
た
ち
と
を
除
い
て
―
―
た
と
え
、
十
た
び
心
を
お
こ
す
こ
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と
に
よ
っ
て
で
も
、
か
し
こ
の
仏
国
土
に
生
ま
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
…
…
。

　

こ
の
「
除
く
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
（sthāpayitvā

）
は
モ
ニ
エ
ル
著“Sanskrit English D
ictionary”

に
よ
れ
ば
、having placed or fixed, having put 

aside

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
能
仁
正
顕
は
阿
理
生
の
見
解
に
よ
り
な
が
ら
、
第
十

八
願
の
「
唯
除
」
の
義
に
つ
い
て
、
無
記
の
説
法
の
一
種
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。「
無
記
」（avyākata, avyākṙ ta

）
と
は
「
箭
喩
経
」
の
毒
矢
の

譬
喩
（『
中
阿
含
経
』
六
〇
）
が
知
ら
れ
る
通
り
、
形
而
上
学
的
な
問
題
に
つ
い
て
肯
定
・
否
定
の
い
ず
れ
の
判
断
を
す
る
こ
と
な
く
、
あ
え
て
沈
黙
を
守
る
こ
と
で
あ

る
。

　

小
論
は
、
真
宗
教
義
に
お
け
る
従
来
の
「
唯
除
」
を
め
ぐ
る
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の
第
十
八
願
で
は
「
除
い

て
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
は
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
能
仁
の
説
に
従
っ
た
場
合
に
可
能
と
な
る
解
釈
を
探
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈡　
『
大
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
「
除
く
」
の
語
の
用
例

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
、『
大
経
』
①
第
十
八
願
文
と
②
成
就
文
に
は
「
唯
除
」
の
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
「
除
く
」
と
言
え
ば
、
こ
の
文
を
思
い
出
す
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
デ
ニ
ス
・
ヒ
ロ
タ
訳“T

he T
rue T

eaching, Practice and Realization of the Pure Land W
ay”

で
は
「
除
く
」
にexclude

の
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
大
経
』
に
は
こ
の
二
箇
所
以
外
に
も
数
か
所
に
「
除
く
」
の
語
の
用
例
が
あ
る
。
以
下
そ
の
中
、
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
も
の
を
列
挙
す
る
。

ま
ず
第
十
五
願
に
、

③
設
我
得
㆑
仏
、
国
中
人
天
、
寿
命
無
㆓
能
限
量
㆒。
除
㆓
其
本
願
修
短
自
在
㆒。
若
不
㆑
爾
者
、
不
㆑
取
㆓
正
覚
㆒。

　

第
二
十
二
願
に
、

④
設
我
得
㆑
仏
、
他
方
仏
土
諸
菩
薩
衆
、
来
㆓
生
我
国
㆒、
究
竟
必
至
㆓
一
生
補
処
㆒。
除
㆘
其
本
願
、
自
在
所
㆑
化
、
為
㆓
衆
生
㆒
故
、
被
㆓
弘
誓
鎧
㆒、
積
㆓
累
徳
本
㆒、
度
㆓
脱
一

切
㆒、
遊
㆓
諸
仏
国
㆒、
修
㆓
菩
薩
行
㆒、
供
㆓
養
十
方
諸
仏
如
来
㆒、
開
㆓
化
恆
沙
無
量
衆
生
㆒
使
㆑
立
㆓
無
上
正
真
之
道
㆒、
超
㆓
出
常
倫
諸
地
之
行
㆒、
現
前
修
㆗
習
普
賢
之
徳
㆖。

若
不
㆑
爾
者
、
不
㆑
取
㆓
正
覚
㆒。

　

ま
た
『
大
経
』
下
巻
正
宗
分
（
衆
生
往
生
果
）
に
も
、
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⑤
仏
告
㆓
阿
難
㆒、
彼
国
菩
薩
、
皆
当
㆔
究
㆓
竟
一
生
補
処
㆒。
除
㆜
其
本
願
、
為
㆓
衆
生
㆒
故
、
以
㆓
弘
誓
功
德
㆒
而
自
荘
厳
、
普
欲
㆛
度
乙
脱
切
一
衆
生
甲
…
…
。

と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
続
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

⑥
阿
難
、
其
有
㆓
衆
生
㆒
生
㆓
彼
国
㆒
者
、
皆
悉
具
㆓
足
三
十
二
相
㆒。
智
慧
成
満
深
入
㆓
諸
法
㆒、
究
㆓
暢
要
妙
㆒、
神
通
無
礙
諸
根
明
利
。
其
鈍
根
者
成
㆓
就
二
忍
㆒、
其
利
根
者

得
㆓
不
可
計
無
生
法
忍
㆒。
又
彼
菩
薩
、
乃
至
㆓
成
仏
㆒
不
㆑
更
㆓
悪
趣
㆒。
神
通
自
在
常
識
㆓
宿
命
㆒。
除
㆘
生
㆓
他
方
五
濁
悪
世
㆒、
示
現
同
㆑
彼
如
㆗
我
国
㆖
也
。

　

以
上
の
如
く
、『
大
経
』
に
は
「
除
く
」
と
い
う
語
が
説
か
れ
て
い
る
。
③
第
十
五
願
（『
梵
本
大
経
』
第
十
四
願
）
の
「
本
願
に
よ
っ
て
寿
命
の
長
短
が
自
在
に
な
る

こ
と
を
除
く
」
の
「
除
く
」
は
、『
大
経
』
第
十
八
願
と
成
就
文
に
付
さ
れ
た
、「
救
済
か
ら
除
外
す
る
」
と
い
う
例
外
規
定
の
意
味
と
は
異
な
る
。
③
～
⑥
は
、
阿
弥
陀

仏
は
菩
薩
た
ち
が
特
別
の
誓
願
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
ま
か
せ
る
と
い
う
意
味
で
「
除
く
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
、
注
目
し
た
い
の

が
第
二
十
二
願
文
中
に
見
る
「
除
く
」
の
語
で
あ
る
。

　

親
鸞
は
「
証
文
類
」
に
『
論
註
』
を
引
用
し
、
第
二
十
二
願
に
独
自
の
訓
点
を
施
し
て
い
る
。

た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
む
に
、
他
方
仏
土
の
諸
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
し
て
、
究
竟
し
て
必
ず
一
生
補
処
に
至
ら
む
。
そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生
の

た
め
の
ゆ
へ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
、
徳
本
を
積
累
し
、
一
切
を
度
脱
せ
し
め
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
砂

無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
、
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
む
を
ば
除
く
。
常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
む
。
も
し
し
か
ら
ず
は
、
正

覚
を
取
ら
じ
と
。

　
『
論
註
』
当
面
で
は
、「
常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
し
、
現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習
す
る
」
と
読
む
。
一
生
を
過
ぎ
た
後
に
仏
処
を
補
っ
て
仏
と
な
る
、
補
処
の
菩
薩
は
常

並
み
の
諸
地
の
行
を
超
出
し
て
、
普
賢
の
徳
で
あ
る
大
悲
利
他
の
働
き
を
実
践
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
救
済
の
誓
願
を
も
っ
た
菩
薩
は
例
外
的
に
一
生
補
処

に
至
る
こ
と
を
除
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
従
来
、
第
二
十
二
願
は
必
至
補
処
の
願
と
了
解
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
こ
れ
を
「
常
倫
を
超
出
し
て　

諸
地

の
行
現
前
し
」
と
読
む
。
浄
土
往
生
の
行
者
は
、
す
べ
て
一
生
捕
処
の
位
に
住
し
て
普
賢
行
、
す
な
わ
ち
還
相
摂
化
の
働
き
の
た
め
、
娑
婆
世
界
へ
来
た
っ
て
、
利
他
教

化
を
続
け
る
の
で
成
仏
を
願
わ
な
い
。「
除
く
」
は
仏
果
に
と
ど
ま
ら
し
め
る
こ
と
を
除
く
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
こ
の
第
二
十
二
願
の
文
の
後
半
に
着
目
し
て
、
還
相
回

向
の
願
と
了
解
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
親
鸞
は
『
浄
土
和
讃
』
に
、
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安
楽
無
量
の
大
菩
薩　

一
生
補
処
に
い
た
る
な
り　

普
賢
の
徳
に
期
し
て
こ
そ　

穢
国
に
か
な
ら
ず
化
す
る
な
れ

と
述
べ
る
。「
普
賢
」
の
語
の
左
訓
に
は
、

ワ
レ
ラ
シ
ュ
ジ
ャ
ウ
ゴ
ク
ラ
ク
ニ
マ
イ
リ
ナ
バ
ダ
イ
ジ
ダ
イ
ヒ
ヲ
オ
コ
シ
テ
十
方
ニ
イ
タ
リ
テ
シ
ュ
ジ
ヤ
ウ
ヲ
リ
ヤ
ク
ス
ル
ナ
リ　

仏
ノ
シ
ゴ
ク
ノ
ジ
ヒ
ヲ
フ
ゲ
ン

ト
マ
ウ
ス
ナ
リ

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
論
註
』
と
親
鸞
と
で
は
第
二
十
二
願
の
理
解
が
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
除
く
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
ず
れ
も
救
済
の

除
外
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
曇
鸞
は
、
浄
土
に
往
生
す
る
も
、
特
別
な
誓
願
を
建
て
た
菩
薩
は
除
く
と
説
き
、
親
鸞
は
弥
陀
の
働
き
に
よ
っ
て
普
賢
行
を
な
す
者
は

菩
薩
の
相
の
ま
ま
利
他
教
化
を
な
す
か
ら
除
く
と
解
す
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
難
化
の
三
機
と
第
二
十
二
願
の
還
相
摂
化
す
る
菩
薩
は
共
に
除
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、

両
者
は
そ
の
意
味
は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
先
掲
の
能
仁
が
指
摘
す
る
「
捨
置
記
」
と
い
う
理
解
が
注
目
さ
れ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
。
そ

こ
で
次
に
、
親
鸞
と
存
覚
が
難
化
の
三
機
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

二　

親
鸞
の
難
化
の
三
機
に
対
す
る
表
現

㈠　
「
信
文
類
」
末
の
引
用
文

　

存
覚
の
逆
謗
摂
取
の
理
解
を
窺
う
前
に
、
親
鸞
が
難
化
の
三
機
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、「
信
文
類
」
に
難
化
三
機
、（
難
治
三

病
）
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
信
順
し
て
金
剛
の
信
心
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
ず
救
わ
れ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
た
だ
し
、『
大
経
』
第
十
八
願
文
と
『
観
経
』、
そ
し

て
『
涅
槃
経
』
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
と
明
か
す
。
す
な
わ
ち
、

是
以
今
拠
㆓
大
聖
真
説
㆒、
難
化
三
機
、
難
治
三
病
者
、
憑
㆓
大
悲
弘
誓
㆒、
帰
㆓
利
他
信
海
㆒、
矜
㆓
哀
斯
㆒
治
、
憐
㆓
憫
斯
㆒
療
。
如
㆔
醍
醐
妙
薬
療
㆓
一
切
病
㆒。
濁
世
庶
類
、

穢
悪
群
生
、
応
㆔
求
㆓
念
金
剛
壊
真
心
㆒。
可
㆔
執
㆓
持
本
願
醍
醐
妙
薬
㆒
也
、
応
㆑
知
。
夫
拠
㆓
諸
大
乗
㆒、
説
㆓
難
化
機
㆒。
今
『
大
経
』
言
㆓
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」㆒、
或

言
㆓
「
唯
除
造
無
間
悪
業
誹
謗
正
法
及
諸
聖
人
㆒
」。『
観
経
』
明
㆓
五
逆
往
生
㆒
不
㆑
説
㆓
謗
法
㆒。『
涅
槃
経
』
説
㆓
難
治
機
与
㆒㆑
病
。
斯
等
真
教
、
云
何
思
量
邪
。

�

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
二
四
頁
）

と
説
か
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
親
鸞
は
「
信
文
類
」
末
に
『
論
註
』
を
引
用
し
て
、『
大
経
』
第
十
八
願
文
と
『
観
経
』
と
を
会
通
し
て
い
る
。

（　

）
18存

覚
に
お
け
る
逆
謗
摂
取
の
理
解
に
つ
い
て

五



　

五
逆
罪
に
は
小
乗
と
大
乗
と
の
違
い
が
あ
り
、
前
者
は
『
往
生
十
因
』『
倶
舎
論
』
を
引
用
し
て
、
①
父
を
殺
す
、
②
母
を
殺
す
、
③
阿
羅
漢
を
殺
す
、
④
僧
の
和
合

を
破
る
、
⑤
仏
身
よ
り
血
を
出
す
こ
と
で
あ
る
と
し
、
こ
の
罪
を
犯
し
た
者
は
無
間
地
獄
に
堕
し
て
無
間
の
苦
を
受
け
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
大
乗
の
五
逆
罪
は
、

『
薩
遮
尼
乾
子
経
』『
大
方
広
十
輪
経
』
を
引
用
し
て
、
①
搭
寺
を
破
壊
し
、
経
蔵
を
焼
き
三
宝
の
財
宝
を
盗
む
。
②
声
聞
・
縁
覚
・
大
乗
の
教
え
を
誹
る
。
③
出
家
者
の

修
行
を
妨
げ
、
或
い
は
殺
す
こ
と
。
④
小
乗
の
五
逆
。
⑤
因
果
の
道
理
を
信
じ
ず
、
十
の
不
善
の
行
を
修
す
る
こ
と
だ
と
明
か
さ
れ
る
。
大
乗
の
五
逆
罪
の
定
義
に
よ
れ

ば
、
人
は
み
な
十
悪
を
犯
す
五
逆
罪
者
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
『
論
註
』
引
文
に
は
、
次
の
如
く
と
説
か
れ
る
。

答
曰
、
一
経
以
㆑
具
㆓
二
種
重
罪
㆒。
一
者
五
逆
、
二
者
誹
謗
正
法
。
以
㆓
此
二
種
罪
㆒
故
、
所
以
不
㆑
得
㆓
往
生
㆒。
一
経
但
言
㆑
作
㆓
十
悪
・
五
逆
等
罪
㆒、
不
㆑
言
㆓
誹
謗
正

法
㆒。
以
㆑
不
㆓
謗
㆓
正
法
故
㆒、
是
故
得
㆑
生
。
問
曰
、
仮
使
一
人
具
㆓
五
逆
罪
㆒
而
不
㆔
誹
㆓
謗
正
法
㆒、『
経
』
許
㆓
得
生
㆒。
復
有
㆓
一
人
㆒
但
誹
㆓
謗
正
法
㆒
而
无
㆓
五
逆
諸
罪
㆒

願
㆓
往
生
㆒
者
、
得
㆑
生
以
不
。
答
曰
、
但
令
㆔
誹
㆓
謗
正
法
㆒、
雖
㆔
更
无
㆓
余
罪
㆒、
必
不
㆑
得
㆑
生
…
…
以
㆓
誹
謗
正
法
罪
極
重
㆒
故
。
又
正
法
者
即
是
仏
法
。
此
愚
癡
人
、

既
生
㆓
誹
謗
㆒、
安
有
㆘
願
㆓
生
仏
土
之
理
㆖。
仮
使
但
貪
㆔
彼
生
㆓
安
楽
㆒
而
願
㆑
生
者
、
亦
如
㆑
求
㆓
非
㆑
水
之
冰
、
无
㆑
煙
之
火
㆒。
豈
有
㆓
得
理
㆒。

　

す
な
わ
ち
、『
大
経
』
は
五
逆
罪
と
謗
法
罪
の
二
罪
を
具
す
か
ら
浄
土
往
生
で
き
な
い
が
、『
観
経
』
は
五
逆
の
単
罪
で
あ
る
か
ら
往
生
は
可
能
で
あ
る
と
、
罪
の
単
複

を
も
っ
て
両
者
に
矛
盾
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
謗
法
罪
の
単
罪
で
あ
れ
ば
救
わ
れ
る
の
か
を
問
い
、
謗
法
罪
は
罪
が
極
め
て
重
い
こ
と
、
そ
し
て
仏
法
を
誹

る
者
で
あ
る
か
ら
、
願
生
の
理
が
な
い
た
め
往
生
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
親
鸞
は
善
導
の
「
散
善
義
」
を
引
用
し
て
、
以
下
の
通
り
述
べ
る
。

又
下
品
下
生
中
取
㆓
五
逆
㆒
除
㆓
謗
法
㆒
者
、
其
五
逆
已
作
、
不
㆑
可
㆔
捨
令
㆓
流
転
㆒。
還
発
㆓
大
悲
㆒
摂
取
往
生
。
然
謗
法
之
罪
未
㆑
為
、
又
止
言
㆘
若
起
㆓
謗
法
㆒、
即
不
㆖㆑

得
㆑
生
。
此
就
㆓
未
造
業
㆒
而
解
也
。
若
造
、
還
摂
得
㆑
生
。

　

す
な
わ
ち
、
如
来
は
二
つ
の
罪
過
を
犯
す
こ
と
を
誡
め
、
巧
み
な
手
だ
て
（
方
便
）
と
し
て
制
止
し
、
往
生
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
救
わ
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
下
品
下
生
の
文
の
中
で
五
逆
は
摂
取
す
る
と
説
か
れ
る
。
正
法
を
誹
謗
す
る
者
を
除
く
の
は
、
五
逆
は
す
で
に
犯
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
見

捨
て
て
、
迷
い
の
世
界
に
流
転
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
か
え
っ
て
大
悲
を
お
こ
し
て
、
こ
れ
を
摂
取
し
て
往
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
謗
法
罪
は
、
未
だ

犯
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
抑
止
し
す
る
の
で
あ
り
、
法
を
誹
謗
す
る
な
ら
ば
往
生
は
で
き
な
い
、
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
未
だ
悪
業
を
造
っ
て
い
な
い
立
場
に
お
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け
る
解
釈
で
あ
り
、
も
し
罪
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
却
っ
て
摂
め
と
っ
て
往
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
通
り
、「
散
善
義
」
引
用
文
で
は
、
第
十
八
願
は
未
だ
二
罪
を
犯
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
制
止
さ
せ
る
義
（
抑
止
門
）
が
説
か
れ
て
お
り
、
一
方
、『
観
経
』

で
は
、
す
で
に
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
は
大
悲
心
を
も
っ
て
救
い
取
っ
て
往
生
さ
せ
る
（
摂
取
門
）
と
説
か
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
善
導
は
す
べ
て
の
人
が
已
造
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
未
造
業
の
者
が
い
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、『
法
事
讃
』
引
用
文
に
は
「
謗
法
・
闡
提
回
心
皆
往
」（
同
、
一
二
九
頁
）
と
説
か
れ
る
。
未
造
業
と
已
造
業
と
は
、
単
に
罪
を
犯
し
た
か
否
か
の
問
題
で
は

な
く
、
罪
の
自
覚
に
よ
る
回
心
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

㈢　

中
国
に
お
け
る
諸
説

　

そ
の
他
、
こ
の
二
つ
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、『
釈
浄
土
群
疑
論
』
全
十
二
問
答
の
中
、
第
六
（
十
二
章
）「
逆
謗
除
取
章
」
一
「
十
五
家
義
」
に
「
古
今
大
徳
、
釈
㆓
此

両
経
㆒、
有
㆓
十
五
家
㆒
」
と
十
五
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
を
参
考
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ　
『
観
経
』
で
救
済
さ
れ
る
の
は
十
悪
五
逆
罪
を
犯
し
て
も
懺
悔
を
行
ず
る
者
、
第
十
八
願
文
で
除
か
れ
る
の
は
懺
悔
を
行
じ
な
い
者
で
あ
る
。
元
暁
の
説
。『
両
巻

無
量
寿
経
宗
要
』
に
は
、「
彼
経
説
其
雖
㆑
作
㆓
五
逆
㆒、
依
㆒
大
乗
教
㆓、
得
㆓
懺
悔
㆒
者
、
此
経
中
説
㆓
不
懺
悔
㆒
者
、
由
此
義
故
、
不
㆓
相
違
㆒
也
」
と
説
く
。

Ｂ　
『
観
経
』
は
軽
心
で
五
逆
罪
を
造
っ
た
者
で
、
第
十
八
願
で
除
か
れ
る
と
説
く
の
は
重
心
で
五
逆
罪
を
造
っ
た
者
を
い
う
。

Ｃ　
『
観
経
』
は
五
逆
罪
の
み
を
造
っ
た
者
で
、
第
十
八
願
で
除
か
れ
る
の
は
五
逆
罪
と
謗
法
罪
と
の
二
罪
を
犯
し
た
者
い
う
。
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
の
説
で
、
次
節

で
言
及
す
る
。

Ｄ　
『
観
経
』
は
五
逆
罪
に
類
似
し
た
行
い
を
し
た
者
で
、
第
十
八
願
で
除
か
れ
る
と
説
く
の
は
正
し
く
五
逆
罪
を
造
っ
た
者
を
い
う
。

Ｅ　
『
観
経
』
は
五
逆
罪
を
犯
し
な
が
ら
も
菩
提
心
を
発
起
し
た
者
で
、
第
十
八
願
で
除
か
れ
る
の
は
菩
提
心
を
発
さ
な
い
者
を
い
う
。
道
誾
『
観
経
疏
』
の
説
と
さ

れ
る
。

Ｆ　
『
観
経
』
は
五
逆
罪
を
犯
し
て
も
至
心
に
弥
陀
を
念
ず
る
者
で
、
第
十
八
願
で
除
か
れ
る
と
説
く
の
は
不
至
心
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
者
を
い
う
。

Ｇ　
『
観
経
』
は
十
信
位
の
菩
薩
で
、
第
十
八
願
で
除
か
れ
る
と
説
く
の
は
十
信
以
前
の
者
を
い
う
。
慧
遠
の
説
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
に
よ
れ
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ば
、「
十
信
」
の
語
は
な
く
、
以
下
の
二
種
の
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
一
つ
に
は
「
過
去
発
㆓
菩
提
心
㆒、
遇
㆑
縁
造
㆑
逆
必
有
㆓
重
悔
㆒、
亦
得
㆓
往
生
㆒。
若
是
常
没
造
㆓
逆
罪
㆒
終
無
㆓
生
理
㆒
」
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
二
つ
に
は
、

「
又
修
㆓
定
善
一
滅
㆓
五
逆
罪
㆒。
故
得
㆓
往
生
㆒。
若
但
散
善
不
㆑
能
㆑
滅
㆑
之
、
則
不
㆑
生
也
」
と
説
か
れ
る
。

Ｈ　
『
観
経
』
は
一
闡
提
で
な
い
者
で
、
第
十
八
願
で
除
か
れ
る
の
は
一
闡
提
を
問
題
と
し
て
い
る
。

Ｉ　
『
観
経
』
は
既
に
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
で
。
第
十
八
願
で
除
く
と
説
く
の
は
未
だ
五
逆
罪
を
犯
し
て
い
な
い
者
で
、
も
し
犯
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
救
済
さ
れ
な

い
と
誓
っ
て
、
抑
止
す
る
意
義
を
示
す
。
道
誾
『
観
経
疏
』
や
善
導
『
観
経
四
帖
疏
』「
散
善
義
」
の
説
で
、
次
節
で
言
及
す
る
。

Ｊ　
『
観
経
』
は
一
切
衆
生
の
救
済
を
示
し
、
第
十
八
願
で
除
く
と
説
く
の
は
門
戸
を
狭
め
た
意
。
迦
才
『
浄
土
論
』
の
説
。
す
な
わ
ち
「
先
制
後
開
、
是
諸
仏
常
法
。

無
量
寿
経
先
説
、
以
広
説
㆓
法
蔵
比
丘
因
縁
㆒。
及
明
㆓
往
生
事
㆒
故
也
。
観
経
後
説
、
以
但
論
㆓
往
生
事
㆒
故
也
」
と
明
か
さ
れ
る
。

Ｋ　
『
観
経
』
は
犯
し
た
五
逆
罪
の
業
が
不
定
業
で
あ
り
、
正
業
に
転
ず
る
者
で
、
第
十
八
願
で
除
く
と
説
く
の
は
正
業
に
転
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
を
い
う
。
義

寂
『
無
量
寿
経
疏
』
の
説
と
さ
れ
る
。

Ｌ　
『
観
経
』
は
四
諦
の
道
理
を
さ
と
る
見
道
の
位
に
入
る
前
階
位
に
あ
っ
て
、
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
で
、
第
十
八
願
で
除
く
と
説
く
の
は
頂
位
に
至
ら
な
い
者
を
い

う
。

Ｍ　
『
観
経
』
は
解
脱
分
に
至
る
善
根
を
植
え
た
者
で
、
第
十
八
願
で
除
く
と
説
く
の
は
解
脱
分
の
善
根
を
植
え
な
い
者
を
い
う
。

Ｎ　
『
観
経
』
は
三
階
仏
法
の
う
ち
第
二
階
（
像
法
）
に
相
当
す
る
者
で
、
第
十
八
願
で
除
く
と
説
く
の
は
第
三
階
（
末
法
）
の
者
。
信
行
の
三
階
教
の
説
と
さ
れ
る
。

三
階
教
で
は
衆
生
を
三
階
に
区
分
す
る
が
、
今
の
衆
生
は
第
三
階
衆
生
に
相
当
す
る
。
第
三
階
の
衆
生
は
出
世
間
の
可
能
性
が
断
た
れ
た
存
在
で
、
い
わ
ば
存
在
自

体
が
罪
悪
と
さ
れ
、
一
切
諸
仏
が
救
済
か
ら
除
外
し
た
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｏ　
『
観
経
』
は
十
念
を
具
足
し
た
者
で
、
第
十
八
願
で
除
く
と
説
く
の
は
、
十
念
を
具
足
す
る
か
、
し
な
い
か
不
定
の
者
。
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
説
で
あ
り
、

五
逆
を
造
ら
な
い
者
は
必
ず
し
も
十
声
を
必
要
と
し
な
い
。
五
逆
者
は
必
ず
十
声
を
必
要
と
し
、
そ
の
旨
を
示
し
た
の
は
逆
謗
除
取
も
教
義
上
、
矛
盾
が
な
い
と
い

う
理
由
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
と
明
か
す
。

　

曇
鸞
『
論
註
』
は
第
三
Ｃ
説
に
、
善
導
「
散
善
義
」
は
第
九
の
Ｉ
説
に
相
当
す
る
。
な
お
、
懐
感
自
身
は
第
十
五
の
Ｏ
説
に
あ
た
り
、
他
説
に
つ
い
て
批
判
を
し
て
い
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る
が
、
殊
に
信
行
の
三
階
教
に
対
し
て
は
詳
細
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。『
群
疑
論
』
は
対
三
階
教
の
批
判
の
書
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
、
続
い
て
親
鸞
の
和
語
聖
教
に
お
け
る
難
化
の
三
機
に
対
す
る
注
意
す
べ
き
記
述
を
見
て
お
こ
う
。

㈣　

親
鸞
聖
教
に
見
る
理
解

　

ま
ず
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
第
十
八
願
文
を
釈
し
て
、

…
…
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
と
い
う
は
、「
唯
除
」
と
い
ふ
は
た
だ
除
く
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
、
五
逆
の
つ
み
び
と
を
き
ら
ひ
、
誹
謗
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ

ん
と
な
り
。
こ
の
ふ
た
つ
の
罪
の
お
も
き
こ
と
を
し
め
し
て
、
十
方
一
切
の
衆
生
み
な
も
れ
ず
往
生
す
べ
し
と
し
ら
せ
ん
と
な
り
。

と
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
逆
の
罪
、
謗
法
の
罪
の
重
き
こ
と
を
示
し
て
罪
を
な
す
こ
と
を
留
め
、
し
か
し
阿
弥
陀
仏
は
最
終
的
に
は
す
べ
て
の
者
を
、
大
慈
悲
心

を
も
っ
て
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
論
註
』
と
善
導
の
釈
を
承
け
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

　

次
に
、『
末
燈
鈔
』
第
十
九
通
に
は
、

善
知
識
を
を
ろ
か
に
お
も
ひ
、
師
を
そ
し
る
も
の
を
ば
、
謗
法
の
も
の
と
ま
ふ
す
な
り
。
お
や
を
そ
し
る
も
の
を
ば
五
逆
の
も
の
と
申
す
な
り
。
同
座
せ
ざ
れ
と
さ

ふ
ら
ふ
な
り
。

　

ま
た
、
同
じ
く
第
二
十
通
に
は
、
次
の
如
く
あ
る
。

師
を
そ
し
り
、
善
知
識
を
か
ろ
し
め
、
同
行
を
も
あ
な
づ
り
な
ん
ど
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
よ
し
き
き
候
こ
そ
、
あ
さ
ま
し
く
候
へ
。
す
で
に
謗
法
の
ひ
と
な
り
。

　

こ
の
『
末
燈
鈔
』
で
は
、
善
知
識
や
師
、
そ
し
て
同
行
を
誹
る
者
は
謗
法
罪
を
犯
す
者
で
あ
り
、
親
を
誹
る
者
は
五
逆
罪
に
あ
た
り
、
そ
う
し
た
者
と
は
同
座
し
て
は

な
ら
な
い
と
門
弟
に
説
く
。
親
鸞
に
お
い
て
「
殺
」
と
は
「
生
命
を
奪
い
去
る
」
と
い
う
意
味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
も
っ
と
広
く
「（
本
来
の
姿
を
）
削
ぐ
・
消
す
」

と
い
う
意
味
を
も
ち
、
父
・
母
・
善
知
識
な
ど
敬
う
べ
き
者
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
「
殺
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
内
容
は
、
古

写
消
息
「
善
信
房
義
絶
状
」
に
も
、

第
十
八
の
本
願
を
ば
、
し
ぼ
め
る
は
な
に
た
と
へ
て
、
人
ご
と
に
み
な
す
て
ま
ゐ
ら
せ
た
り
と
き
こ
ゆ
る
こ
と
、
ま
こ
と
に
謗
法
の
と
が
、
又
五
逆
の
つ
み
を
こ
の

み
て
、
ひ
と
を
そ
む
じ
ま
ど
わ
さ
る
ゝ
こ
と
、
か
な
し
き
こ
と
な
り
。
…
…
親
鸞
に
そ
ら
ご
と
を
も
う
し
つ
け
た
る
は
、
父
を
殺
す
な
り
、
五
逆
の
そ
の
ひ
と
つ
な
り
。
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以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
に
は
、「
信
文
類
」
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
自
身
の
姿
を
大
乗
の
五
逆
者
、
十
悪
を
犯
さ
ざ
る
を
得
な
い
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
理
解
、
本
願
を

信
知
し
な
い
存
在
と
し
て
の
五
逆
者
と
い
う
位
置
づ
け
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
親
鸞
は
阿
闍
世
と
自
身
と
を
重
ね
て
見
て
い
る
。
そ
れ
は
『
涅
槃
経
』
引
文
の
中
で
釈
尊
が

仏
弟
子
に
向
か
っ
て
、「
阿
闍
世
」
の
名
義
に
つ
い
て
語
る
文
を
引
用
す
る
中
で
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
阿
闍
世
」
と
は
固
有
の
名
詞
で
あ
る
と
同
時
に
「
煩
悩
等
を

具
足
せ
る
者
」
で
あ
り
、
ま
た
「
仏
性
を
見
ざ
る
衆
生
」
で
あ
り
、
そ
し
て
「
未
だ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
せ
ざ
る
者
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
煩

悩
の
怨
を
抱
く
阿
闍
世
も
「
煩
悩
を
生
ぜ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
則
ち
仏
性
を
見
る
。
仏
性
を
見
る
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
大
般
涅
槃
に
安
住
す
る
こ
と
得
」
と
説
か
れ
、

仏
性
を
見
る
こ
と
を
も
っ
て
悟
り
の
道
が
開
か
れ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
阿
闍
世
に
関
す
る
二
つ
の
理
解
に
つ
い
て
、
例
え
ば
岡
亮
二
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
阿
闍
世
」
の
一
切
は
、
い
ま
だ
迷
え
る
者
で
あ
っ
て
、
仏
果
に
至
り
た
い
と
願
う
無
上
涅
槃
の
心
を
発
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
釈
尊
は
、
こ
の
仏

性
を
見
ざ
る
阿
闍
世
の
た
め
に
涅
槃
に
入
ら
ず
、
な
ん
と
か
し
て
仏
性
に
出
遇
わ
せ
、
阿
闍
世
を
救
お
う
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
…
…
い
ま
だ
仏
性
を
見

る
こ
と
が
で
き
ず
迷
っ
て
い
る
衆
生
は
、
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
煩
悩
と
い
う
怨
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
煩
悩
と
い
う
怨
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
意
味
で
「
不

生
怨
」、
す
な
わ
ち
「
阿
闍
世
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
仏
性
を
見
て
、
悟
り
を
得
た
者
は
、
二
度
と
再
び
、
世
の
迷
い
の
怨
を
生
じ
な
い
の
で
す
。

…
…
仏
性
を
見
る
以
前
も
「
阿
闍
世
」
で
あ
れ
ば
、
仏
性
を
見
た
後
も
や
は
り
「
阿
闍
世
」
な
の
で
す
が
、
た
だ
し
、
そ
の
阿
闍
世
の
心
は
、
迷
い
か
ら
悟
り
へ
、

本
質
的
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
、
一
切
の
衆
生
に
お
い
て
も
同
じ
だ
と
、
こ
こ
で
釈
尊
は
語
ら
れ
、
こ
の
仏
性
の
真
理
を
説
く
た
め
に
、
自
分
は
涅
槃
に
入

ら
な
い
の
だ
と
さ
れ
る
の
で
す
。

　

仏
（
釈
尊
）
の
、
衆
生
を
救
済
せ
ん
が
た
め
に
永
遠
に
涅
槃
に
入
ら
な
い
と
い
う
密
義
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
お
け
る
「
も
し
…
…
で
な
い
な
ら
ば
正
覚
を
と
ら

じ
」
と
い
う
大
慈
悲
心
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
内
藤
知
康
は
、

親
鸞
に
お
け
る
五
逆
者
の
位
置
づ
け
は
、
必
ず
し
も
一
義
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
往
生
決
定
の
五
逆
者
で
あ
り
、
後
者
は
今
後
も
流
転

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
五
逆
者
で
あ
り
、
両
者
の
位
置
づ
け
は
正
反
対
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
親
鸞
に
お
け
る
二
つ
の
異
な
る
説
示
と
は
、『
教
行
証
文
類
』
と
和
語
聖
教
と
の
性
格
の
違
い
と
い
う
面
も
あ
り
、
善
鸞
義
絶
に
端
を
発
し
た
関
東
の
門
弟

へ
の
消
息
は
随
他
意
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
親
鸞
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
立
場
は
ど
こ
ま
で
も
曇
鸞
・
善
導
の
解
釈
を
踏
ま
え
た
、「
信
文
類
」
の
理
解
が
基
本
だ
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
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な
お
、
親
鸞
に
は
五
逆
罪
と
謗
法
罪
の
二
罪
に
比
べ
、「
一
闡
提
」
自
体
に
関
す
る
解
釈
は
少
な
く
、
そ
の
定
義
も
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
一
般
的
に
は
、
一
闡

提
（icchantika

）
と
は
、
仏
教
上
に
お
け
る
非
道
者
を
指
す
言
葉
で
、
成
仏
が
不
可
能
な
者
と
定
義
さ
れ
る
。
よ
っ
て
北
本
『
涅
槃
経
』（
四
〇
巻
）
一
切
大
衆
所
問

品
に
「
一
闡
提
者
、
其
義
云
何
、
仏
言
、
…
…
誹
㆓
謗
正
法
㆒、
造
㆓
是
重
業
㆒、
永
不
㆓
改
悔
㆒
心
無
㆓
慙
愧
㆒、
如
㆑
是
等
人
名
為
㆑
趣
㆓
向
一
闡
提
道
㆒
」
と
、
一
闡
提
は
正
法

を
誹
謗
し
、
五
逆
を
犯
し
、
そ
し
て
慚
愧
し
な
い
者
で
あ
る
か
ら
成
仏
し
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
半
に
は
「
若
生
㆒
善
心
㆓、
是
則
不
㆑
名
㆓
一
闡
提
㆒
也
」
と
善
根

を
取
り
戻
せ
ば
成
仏
の
可
能
性
も
あ
る
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
師
子
吼
菩
薩
品
第
十
の
一
に
至
っ
て
は
、
次
の
如
く
説
か
れ
る
。

一
闡
提
等
無
㆑
有
㆓
善
法
㆒。
仏
性
亦
善
、
以
㆓
未
来
有
㆒
故
。
一
闡
提
等
悉
有
㆓
仏
性
㆒。
何
以
故
、
一
闡
提
等
、
定
当
得
㆑
成
㆓
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
㆒
故
。

　

一
闡
提
も
未
来
に
仏
性
あ
れ
ば
成
仏
で
き
る
と
説
く
。『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
一
闡
提
に
関
す
る
説
示
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、親
鸞
が
「
信
文
類
」
で
引
用
す
る
箇
所

に
は
一
闡
提
不
成
仏
を
説
く
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。
親
鸞
に
お
い
て
は
、「
信
文
類
」『
法
事
讃
』
引
用
文
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
一
闡
提
を
含
め
、
い
か
な
る
者
も
回
心

す
れ
ば
救
わ
れ
る
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
親
鸞
の
場
合
は
善
導
と
は
異
な
っ
て
、
回
心
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
懺
悔
や
自
力
の
行
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
弥
陀
の
願
力
に
よ
る
他
力
回
向
の
念
仏
の
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

さ
ら
に
、
親
鸞
に
は
王
舎
城
の
悲
劇
に
登
場
す
る
人
々
を
「
権
化
の
仁
」、
す
な
わ
ち
衆
生
を
救
う
た
め
に
、
仮
に
人
の
相
を
現
さ
れ
た
権
者
で
あ
る
と
い
う
見
方
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
教
行
証
文
類
』
総
序
に
、

然
則
、
浄
邦
円
熟
、
調
達
闍
世
興
㆓
逆
害
㆒、
浄
業
機
彰
、
釈
迦
韋
提
選
㆓
安
養
㆒。
斯
乃
権
化
仁
、
斉
救
㆓
済
苦
悩
群
萠
㆒、
世
雄
悲
正
欲
㆑
恵
㆓
逆
謗
闡
提
㆒。

と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、『
浄
土
和
讃
』
観
経
讃
に
も
、

弥
陀
・
釈
迦
方
便
し
て　

阿
難
・
目
連
・
富
楼
那
・
韋
提　

達
多
・
闍
王
・
頻
婆
娑
羅　

耆
婆
・
月
光
・
行
雨
等
大
聖
お
の
お
の
も
ろ
と
も
に　

凡
愚
底
下
の
つ
み

ひ
と
を　

逆
悪
も
ら
さ
ぬ
誓
願
に　

方
便
引
入
せ
し
め
け
り

と
詠
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
権
化
の
仁
「
方
便
引
入
せ
し
め
る
」
者
は
釈
迦
の
み
だ
と
も
理
解
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
親
鸞
は
阿
闍
世
と
自
分
の
姿
を
重
ね
て
了
解
し
て
い
た
。
そ
し
て
我
々
は
「
私
も
阿
闍
世
と
同
じ
煩
悩
を
具
え
た
凡
夫
で
あ
っ
て
除
か
れ
る
者
だ
」
と

い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
「
阿
闍
世
」
と
い
う
名
の
も
つ
二
重
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
阿
闍
世
の
救
済
を
議
論
す
る
こ
と
は
「
捨
置
記
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
立
場
が
成
立
す
る
。
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三　

存
覚
の
聖
教
に
見
る
難
治
の
三
機
に
関
す
る
説
示

　

次
に
、
存
覚
が
著
作
の
中
で
言
及
す
る
難
治
の
三
機
の
中
、
考
察
対
象
と
す
る
記
述
を
番
号
を
付
し
て
掲
げ
る
。

①
『
六
要
抄
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

就
㆑
中
、
若
依
㆓
小
乘
五
逆
㆒、
人
皆
以
㆓
為
輒
不
一レ
犯
㆑
之
。
若
依
㆓
大
乘
五
逆
之
説
㆒、
人
々
一
々
難
㆑
遁
㆓
此
罪
㆒。
常
行
㆓
十
悪
㆒、
即
此
摂
故
、
仍
且
為
㆑
生
㆓
慚
愧
悔
過

之
心
㆒、
且
為
㆔
念
㆓
報
済
度
大
悲
深
重
仏
恩
㆒、
被
㆑
引
㆑
之
歟
。

　

す
な
わ
ち
、
存
覚
は
「
信
文
類
」
の
『
往
生
十
因
』
引
用
文
を
受
け
て
、
五
逆
の
罪
は
誰
一
人
遁
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
慚
愧
悔
過
の
心
を
生
じ
て
仏
の
大
悲
の

深
い
恩
を
し
れ
ば
救
わ
れ
る
と
説
く
。

②
『
持
名
抄
』
本
に
は
、
次
の
如
く
あ
る
。

い
ま
こ
の
五
逆
は
重
病
の
淵
源
な
り
。
ま
た
こ
の
念
仏
は
霊
薬
の
府
蔵
な
り
。
こ
の
く
す
り
に
あ
ら
ず
は
、
な
ん
ぞ
こ
の
や
ま
ひ
を
治
せ
ん
」
と
い
へ
る
は
、
こ
の

こ
ゝ
ろ
な
り
。
そ
も
そ
も
、
弥
陀
如
來
の
利
益
の
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
ま
へ
る
こ
と
は
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
の
界
外
の
報
土
に
む
ま
る
ゝ
が
ゆ
へ
な
り
。
善
導
和
尚
の

釈
に
い
は
く
、「
一
切
仏
土
皆
厳
浄
、
凡
夫
乱
想
恐
難
生
、
如
來
別
指
西
方
国
、
従
是
超
過
十
万
億
」
と
い
へ
り
。
こ
ゝ
ろ
は
、
一
切
の
仏
土
は
み
な
い
つ
く
し
く

き
よ
け
れ
ど
も
、
凡
夫
の
乱
想
お
そ
ら
く
は
む
ま
れ
が
た
し
。
如
來
別
し
て
西
方
国
を
さ
し
た
ま
ふ
。
こ
れ
よ
り
十
万
億
を
こ
え
す
ぎ
た
り
と
な
り
。
こ
と
に
阿

閦
・
宝
生
の
淨
土
も
た
え
に
し
て
す
ぐ
れ
た
り
。
密
厳
・
花
蔵
の
宝
刹
も
き
よ
く
し
て
め
で
た
け
れ
ど
も
、
乱
想
の
凡
夫
は
か
げ
を
も
さ
ゝ
ず
、
具
縛
の
わ
れ
ら
は

の
ぞ
み
を
た
て
り
。

さ
ら
に
②
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

③
し
か
る
に
阿
弥
陀
如
來
の
本
願
は
、
十
悪
も
五
逆
も
み
な
摂
し
て
、
き
ら
は
る
ゝ
も
の
も
な
く
、
す
て
ら
る
ゝ
も
の
も
な
し
。
安
養
の
浄
土
は
謗
法
も
闡
提
も
お
な

じ
く
む
ま
れ
て
、
も
る
ゝ
ひ
と
も
な
く
、
の
こ
る
ひ
と
も
な
し
。
諸
仏
の
淨
土
に
き
ら
は
れ
た
る
五
障
の
女
人
は
、
か
た
じ
け
な
く
聞
名
往
生
の
益
に
あ
づ
か
り
、

无
間
の
ほ
の
ほ
に
ま
つ
は
る
べ
き
五
逆
の
罪
人
は
、
す
で
に
滅
罪
得
生
の
証
を
あ
ら
は
す
。
さ
れ
ば
超
世
の
悲
願
と
も
な
づ
け
、
不
共
の
利
生
と
も
号
す
。
か
ゝ
る

殊
勝
の
法
な
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
れ
を
行
ず
れ
ば
諸
仏
・
菩
薩
の
擁
護
に
あ
づ
か
り
、
こ
れ
を
修
す
れ
ば
諸
天
・
善
神
の
加
護
を
か
う
ぶ
る
。
た
ゞ
ね
が
ふ
べ
き
は
西
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方
の
淨
土
、
行
ず
べ
き
は
念
仏
の
一
行
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
②
に
は
五
逆
罪
の
罪
は
重
く
、
乱
想
の
凡
夫
の
往
生
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
（
報
土
）
に
の
み
生
ま
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
と
述
べ
ら
れ

る
。
そ
し
て
③
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
、
難
治
の
三
機
、
そ
し
て
女
人
は
す
べ
て
平
等
に
阿
弥
陀
仏
の
殊
勝
な
る
本
願
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

聞
名
（
念
仏
）
往
生
の
益
に
よ
っ
て
諸
天
・
善
神
の
加
護
を
受
け
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

④
『
浄
土
真
要
鈔
』
本
に
は
、
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
る
。『
敎
行
證
の
文
類
』
の
第
二
「
正
信
偈
」
の
文
に
い
は
く
、「
能
発
一
念
喜
愛
心
、
不
断
煩
悩
得
涅
槃
、
凡
聖

逆
謗
斉
廻
入
、
如
衆
水
入
海
一
味
」
と
い
へ
り
。
こ
の
文
の
こ
ゝ
ろ
は
、
よ
く
一
念
歓
喜
の
信
心
を
お
こ
せ
ば
、
煩
悩
を
断
ぜ
ざ
る
具
縛
の
凡
夫
な
が
ら
、
す
な
は

ち
涅
槃
の
分
を
う
。
凡
夫
も
聖
人
も
五
逆
も
謗
法
も
ひ
と
し
く
む
ま
る
。
た
と
へ
ば
も
ろ
も
ろ
の
み
づ
の
う
み
に
い
り
ぬ
れ
ば
、
ひ
と
つ
う
し
ほ
の
あ
ぢ
は
ひ
と
な

る
が
ご
と
く
、
善
悪
さ
ら
に
へ
だ
て
な
し
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
。

⑤
聖
敎
万
差
な
れ
ば
、
方
便
の
説
あ
り
、
真
実
の
説
あ
り
。
機
に
対
す
れ
ば
、
い
づ
れ
も
そ
の
益
あ
り
。
一
偏
に
義
を
と
り
が
た
し
。
た
ゞ
祖
師
の
を
し
へ
を
き
ゝ
て
、

わ
が
信
心
を
た
く
は
ふ
る
ば
か
り
な
り
。
し
か
る
に
世
の
な
か
に
ひ
ろ
ま
れ
る
諸
流
、
み
な
臨
終
を
い
の
り
来
迎
を
期
す
。
こ
れ
を
期
せ
ざ
る
は
、
ひ
と
り
わ
が
い

へ
な
り
。
し
か
る
あ
ひ
だ
、
こ
れ
を
き
く
も
の
は
ほ
と
ほ
と
み
ゝ
を
お
ど
ろ
か
し
、
こ
れ
を
そ
ね
む
も
の
は
は
な
は
だ
あ
ざ
け
り
を
な
す
。
し
か
れ
ば
、
た
や
す
く

こ
の
義
を
談
ず
べ
か
ら
ず
。
他
人
謗
法
の
つ
み
を
ま
ね
か
ざ
ら
ん
が
た
め
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
④
で
は
、「
正
信
偈
」
の
「
能
発
一
念
喜
愛
心
、
不
断
煩
悩
得
涅
槃
、
凡
聖
逆
謗
斉
廻
入
、
如
衆
水
入
海
一
味
」
を
釈
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
、
凡

夫
も
聖
人
も
五
逆
も
謗
法
も
み
な
等
し
く
救
済
す
る
こ
と
を
海
一
味
の
譬
喩
を
も
っ
て
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
⑤
で
は
、
経
典
は
数
多
く
真
実
も
あ
り
、
方
便
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
自
分
が
信
じ
る
教
え
と
は
異
な
る
経
を
信
じ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
者
を
批
判
し
誹
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
謗
法
の
罪
と
な
る
か
ら
だ
と
誡

め
ら
れ
る
。

⑥
『
破
邪
顕
正
抄
』
上
に
は
、
次
の
如
く
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
專
修
の
行
人
は
、
弥
陀
有
縁
の
機
な
る
が
ゆ
へ
に
念
仏
を
行
じ
て
往
生
を
ね
が
ふ
。
か
の
聖
道
の
学
者
は
、
諸
敎
有
縁
の
機
な
る
が
ゆ
へ
に
衆
行
を
修
し
て
成

仏
を
期
す
る
歟
。
な
ん
ぞ
あ
な
が
ち
に
、
わ
が
有
縁
の
要
行
に
あ
ら
ざ
る
を
も
て
、
他
人
の
行
用
を
さ
ま
た
ぐ
る
や
。
し
か
れ
ば
、『
本
願
薬
師
経
』
に
は
「
自
是

非
他
、
嫌
謗
正
法
、
為
魔
伴
薫
」
と
と
き
、『
智
度
論
』
に
は
「
自
法
愛
染
故
、
毀
呰
他
人
法
、
雖
持
戒
行
人
、
不
脱
地
獄
苦
」
と
判
ぜ
り
。
な
か
ん
づ
く
に
、
誹
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謗
正
法
の
も
の
は
弥
陀
の
本
願
に
除
却
せ
り
。
た
れ
か
こ
れ
を
お
そ
れ
ざ
ら
ん
や
。

⑦
も
し
難
破
を
い
た
さ
ん
と
お
も
は
ん
ひ
と
は
、
す
べ
か
ら
く
誠
証
を
か
ん
が
へ
ま
ふ
す
べ
き
も
の
な
り
。
し
か
る
に
経
論
の
説
文
を
い
だ
さ
ず
、
解
釈
の
証
拠
を
ひ

か
ず
。
た
ゞ
自
由
の
荒
言
を
は
い
て
、
あ
る
ひ
は
外
道
の
法
に
し
て
仏
敎
に
あ
ら
ざ
る
よ
し
、
こ
れ
を
謗
じ
、
あ
る
ひ
は
浄
土
宗
の
名
を
た
つ
べ
か
ら
ざ
る
む
ね
を

こ
れ
を
難
じ
、
あ
る
ひ
は
小
乘
の
敎
に
し
て
大
乘
の
法
に
あ
ら
ざ
る
よ
し
、
こ
れ
を
ま
ふ
す
条
、
不
可
説
の
次
第
な
り
。
誹
謗
の
お
も
む
き
、
そ
の
む
ね
い
さ
ゝ
か

こ
と
な
れ
ど
も
、
み
な
こ
れ
謗
法
の
大
罪
な
り
。
そ
の
報
、
捺
落
に
あ
る
べ
し
。
毀
破
の
と
も
が
ら
、
は
や
く
日
ご
ろ
の
先
非
を
あ
ら
た
め
て
、
当
来
の
罪
苦
を
懺

ず
べ
き
も
の
な
り
。

⑧
し
か
し
下
巻
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

た
と
ひ
十
悪
・
五
逆
・
四
重
・
謗
法
・
闡
提
・
破
戒
・
破
見
等
の
罪
人
な
り
と
い
へ
ど
も
、
廻
心
念
仏
す
れ
ば
、
こ
れ
を
も
ら
さ
ず
。
至
心
信
楽
す
れ
ば
、
か
な
ら

ず
こ
れ
を
度
し
た
ま
ふ
。

　

す
な
わ
ち
、
⑥
で
は
『
浄
土
真
要
鈔
』
の
説
く
と
こ
ろ
と
同
じ
よ
う
に
、『
智
度
論
』『
本
願
薬
師
経
』
を
引
用
し
て
、
他
宗
を
誹
る
こ
と
を
誡
め
る
。
⑦
で
は
。
明
確

な
証
文
を
示
す
こ
と
な
く
恣
意
的
な
解
釈
を
も
っ
て
他
者
を
批
判
す
る
こ
と
は
謗
法
の
罪
に
相
当
す
る
と
誡
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
⑧
で
は
回
心
念
仏
す
れ
ば
罪
人
も
救
わ

れ
る
と
説
く
。

⑨
『
顕
名
鈔
』
本
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

経
に
破
戒
・
五
逆
を
摂
す
る
証
あ
り
、
罪
悪
に
怯
弱
し
て
仏
智
を
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
釈
に
專
修
專
念
を
す
ゝ
む
る
文
あ
り
、
一
向
に
つ
と
め
て
往
生
を
う
べ
し
。

一
向
に
つ
と
む
る
と
い
ふ
は
、
ひ
と
へ
に
弥
陀
一
仏
を
称
し
て
余
の
一
切
の
行
業
を
ま
じ
へ
ず
、
も
は
ら
名
号
の
一
行
を
た
も
ち
て
ひ
と
す
ぢ
に
極
楽
を
ね
が
ふ
な

り
。
こ
れ
弥
陀
の
本
願
な
る
が
ゆ
へ
に
、
決
定
往
生
の
正
業
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
経
典
（
教
団
の
和
合
の
）
破
壊
や
五
逆
者
を
摂
す
る
と
説
く
文
が
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
他
力
の
念
仏
を
専
修
す
る
行
者
を
救
済
す
る
こ
と
が
明
か

さ
れ
る
。

⑩
『
決
智
鈔
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

念
仏
の
行
者
は
專
修
の
義
を
た
て
ゝ
『
法
華
』
の
利
益
を
信
ぜ
ざ
れ
ば
、
つ
み
謗
法
に
あ
た
る
が
ゆ
へ
に
、
さ
だ
め
て
無
間
の
業
を
う
べ
し
と
こ
ゝ
ろ
う
る
な
り
。
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こ
の
義
如
何
。
こ
た
へ
て
い
は
く
、
こ
れ
ら
の
文
ま
た
く
念
仏
の
行
者
の
こ
と
を
と
か
ず
。
念
仏
の
行
は
地
獄
に
墮
す
る
業
因
な
り
と
と
き
た
る
文
あ
ら
ば
、
そ
れ

を
い
だ
さ
る
べ
し
。
し
か
ら
ず
は
会
通
に
を
よ
ば
ざ
る
も
の
な
り
。
い
ま
の
文
は
た
ゞ
『
法
華
』
誹
謗
の
罪
報
を
あ
げ
た
り
。
さ
れ
ば
そ
の
人
は
た
れ
な
り
と
も
、

『
法
華
』
を
誹
謗
せ
ん
も
の
ゝ
こ
と
な
り
。
し
か
る
に
念
仏
の
行
者
、
総
じ
て
余
教
を
謗
ず
る
こ
と
な
し
。
な
ん
ぞ
別
し
て
『
法
華
』
を
誹
謗
せ
ん
や
。

　

こ
こ
で
は
、
法
華
宗
が
専
修
念
仏
は
『
法
華
経
』
の
利
益
を
信
じ
な
い
の
で
無
間
業
に
堕
す
る
と
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
示
す
証
文
は

な
く
、
あ
く
ま
で
『
法
華
経
』
を
誹
謗
す
る
罪
を
説
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
念
仏
の
行
者
は
他
の
教
え
を
批
判
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
し
て
や
法
華
宗
を
特
に
誹
謗

す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
と
説
く
。

⑪
『
弁
述
名
体
鈔
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

か
の
阿
弥
陀
如
來
は
、
四
重
五
逆
の
罪
人
な
れ
ど
も
、
廻
心
す
れ
ば
こ
と
ご
と
く
往
生
を
ゑ
、
五
障
三
從
の
女
人
な
れ
ど
も
、
称
念
す
れ
ば
か
な
ら
ず
済
度
に
あ
づ

か
る
。
一
毫
の
煩
悩
を
も
断
ぜ
ず
、
一
分
の
智
品
を
も
証
せ
ざ
る
凡
夫
、
た
ゞ
ち
に
界
外
無
漏
の
報
土
に
い
た
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
一
代
の
諸
教
に
談
ぜ
ず
。
た
ゞ

弥
陀
一
仏
の
超
絶
の
利
生
な
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
の
利
生
の
き
は
ま
り
を
も
て
不
可
思
議
光
如
來
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
る
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
不
可
思
議
光
如
来
と
称
さ
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
超
絶
し
た
願
力
に
よ
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
罪
が
重
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
者
も
回
心
（
念
仏
）
す
れ
ば
必

ず
救
済
さ
れ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

　

以
上
ま
と
め
る
と
、
存
覚
は
五
逆
罪
を
①
『
六
要
抄
』
の
解
釈
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
遁
れ
が
た
い
罪
悪
性
の
証
左
の
一
つ
で
あ
り
、
自
己
の
真
実
相
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
五
逆
・
謗
法
の
罪
に
つ
い
て
②
③
『
持
名
鈔
』、
④
『
浄
土
真
要
鈔
』
に
お
い
て
、
逆
謗
の
罪
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
は

弥
陀
の
本
願
の
み
で
あ
る
と
示
し
、
⑧
『
破
邪
顕
正
抄
』
下
や
⑪
『
弁
述
名
体
鈔
』
に
は
逆
謗
の
罪
人
に
は
『
法
事
讃
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
回
心
す
る
者
は
救
わ
れ

る
と
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
、
⑤
『
浄
土
真
要
鈔
』
に
は
、
他
者
に
対
し
て
謗
法
罪
を
誡
め
、
そ
の
た
め
に
不
期
来
迎
を
強
調
し
な
い
と
述
べ
、『
破
邪
顕
正
抄
』
⑥
⑦
で
は
、
他
者
の
有

縁
の
行
法
を
否
定
し
て
謗
法
罪
を
犯
す
こ
と
を
誡
め
、
或
い
は
浄
土
宗
の
否
定
は
、
謗
法
の
大
罪
で
あ
る
と
し
改
悔
を
勧
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
⑩
『
決
智
鈔
』
の
文
は

法
華
宗
と
の
対
論
に
お
け
る
理
解
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
念
仏
者
は
決
し
て
謗
法
の
者
で
は
な
い
と
説
か
れ
る
。

　

以
上
、
親
鸞
と
存
覚
の
説
示
を
窺
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
両
者
共
に
五
逆
・
謗
法
の
者
に
つ
い
て
は
、
自
己
を
五
逆
罪
の
も
の
と
信
知
す
べ
し
と
説
か
れ
、
謗
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法
罪
に
つ
い
て
は
そ
の
罪
が
重
い
こ
と
か
ら
犯
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
存
覚
が
親
鸞
の
「
信
文
類
」
末
に
お
け
る

曇
鸞
と
善
導
の
引
用
文
を
そ
の
如
く
継
承
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
、
存
覚
の
還
相
廻
向
観
を
見
る
必
要
が
あ
る
が
、
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
存
覚
独
自
の
見
方
の
み
を
結
論
的
に
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
存
覚
は
基
本
的
に
親
鸞
の
理
解
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
『
六
要
抄
』「
信
文
類
・
廻
向
発
願
釈
」
に
は
、「「
又
言
」
等
、
重
釈
㆓
廻
向
㆒、

斯
乃
還
相
廻
向
意
也
」
と
述
べ
、
廻
向
発
願
心
釈
の
文
を
還
相
回
向
向
の
意
で
捉
え
て
い
る
。
ま
た
「
証
文
類
釈
」
で
は
、『
観
経
』
に
説
か
れ
る
三
心
中
の
回
向
発
諸
機

格
別
願
心
と
還
相
回
向
と
の
同
異
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
観
経
』
三
心
、
定
散
諸
機
格
別
所
㆑
発
自
力
心
也
。
今
廻
向
者
、
如
来
利
他
廻
向
心
也
。
若
約
㆓
此
義
㆒
大
以
為
異
㆑。
但
又
約
㆔
彼
『
観
経
』
三
心
、『
大
経
』
三
信

和
会
終
成
㆓
一
心
㆒
之
時
、
此
三
信
者
如
来
発
起
他
力
大
信
也
。
約
㆓
此
義
辺
又
為
㆑
同
也
。

　

存
覚
は
回
向
発
願
心
と
還
相
回
向
は
利
他
と
い
う
点
で
は
同
じ
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、『
観
経
』
の
三
心
は
自
力
心
で
あ
り
還
相
回
向
は
如
来
利
他
の
回
向
心
で
あ
る

と
い
う
点
で
は
異
な
る
と
述
べ
る
。
た
だ
し
『
観
経
』
の
三
心
と
『
大
経
』
の
三
信
が
和
会
し
て
一
心
と
な
る
時
は
、
三
心
は
如
来
発
起
の
他
力
の
大
信
で
あ
る
か
ら
同

一
の
信
心
で
あ
る
と
説
く
。

　

さ
ら
に
、『
選
択
註
解
鈔
』
に
も
同
様
に
、「
散
善
義
」
回
向
発
願
心
釈
に
お
い
て
「
還
相
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、
還
相
回
向
と
回
向
発
願
心
を
重
ね
て
了
解
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
親
鸞
の
聖
教
に
は
見
ら
れ
ず
、
存
覚
独
自
の
解
釈
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
親
鸞
の

理
解
を
継
承
す
る
も
の
と
言
え
る
。

四　

結
語
に
か
え
て

　

小
論
の
最
初
の
疑
問
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
阿
弥
陀
仏
は
す
べ
て
の
衆
生
を
救
済
す
る
と
本
願
に
誓
う
。
し
か
し
、
一
方
で
『
大
経
』
第
十
八
願
文
・
成
就
文
に
は

「
五
逆
罪
と
謗
法
罪
」
は
「
唯
除
」
と
あ
る
。
し
か
も
こ
の
「
除
く
」
の
語
は
、
親
鸞
に
お
い
て
還
相
回
向
の
願
と
了
解
さ
れ
た
第
二
十
二
願
文
に
も
説
か
れ
る
の
で
あ

る
。
従
来
、
真
宗
学
で
は
こ
の
二
箇
所
の
「
除
く
」
に
つ
い
て
、
両
者
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
こ
の
二
箇
所
の
「
除
く
」
の
原

語
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
な
ら
ば
、
そ
の
意
義
を
探
究
す
る
こ
と
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
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そ
こ
で
親
鸞
と
存
覚
二
人
の
か
か
る
点
に
関
す
る
理
解
を
み
る
た
め
、
各
々
の
第
十
八
願
文
の
「
除
く
」
の
語
と
第
二
十
二
願
文
の
解
釈
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
両
者
の
時
代
に
は
教
理
史
・
思
想
史
的
な
見
方
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
う
し
た
角
度
か
ら
の
解
釈
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
が
曇
鸞
・
善

導
の
釈
を
継
承
し
て
、
自
説
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
解
釈
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

す
な
わ
ち
、「
除
く
」
の
原
義
は
無
記
（
捨
置
記
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
判
断
の
停
止
で
あ
る
。
こ
の
停
止
は
さ
と
り
に
対
し
て
無
益
な
、
形
而
上
学
的
な
議
論
の
判

断
を
中
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
問
題
を
無
視
し
放
置
す
る
と
い
う
曖
昧
な
態
度
で
は
な
い
。
能
仁
は
、〈
無
量
寿
経
〉
の
中
で
「
唯
除
」
の
語
が
は
じ
め
て
説
か
れ
た

『
平
等
覚
経
』
に
注
目
し
、
声
聞
教
化
の
た
め
に
こ
の
語
が
説
か
れ
た
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
無
量
寿
経
〉
の
主
題
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
威
神
、
言
葉
を
か
え
れ
ば
全
編
を
通
し
て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
の
不
可
思
議
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
小

乗
と
非
難
さ
れ
た
声
聞
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
摂
取
さ
れ
る
が
故
に
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
光
明
の
威
神
と
い
う
不
可
思
議
な
る
宗
教
体
験
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
大
乗

の
意
義
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
疑
惑
と
不
信
が
克
服
さ
れ
大
乗
に
帰
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
有
学
の
阿
難
は
そ
う
し
た
大
乗
の
不
可
思
議
な
る
教
説
に
疑
惑

と
不
信
を
抱
く
声
聞
乗
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
阿
難
の
教
化
を
通
し
て
大
乗
と
し
て
の
〈
無
量
寿
経
〉
の
教
説
を
展
開
し
、
大
乗
の
体
系
上
に
位
置
づ
け

て
い
っ
た
最
初
が
『
平
等
覚
経
』
で
あ
り
、
そ
こ
に
唯
除
（sthāpayitvā

）
の
語
の
果
た
し
た
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

仏
教
学
の
立
場
か
ら
の
緻
密
な
文
献
解
釈
に
基
づ
い
て
導
か
れ
た
見
解
で
あ
り
、
大
変
示
唆
に
富
ん
だ
説
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
論
で
は
、

親
鸞
か
ら
存
覚
へ
と
い
う
思
想
的
展
開
を
窺
い
、
さ
ら
に
現
代
に
お
け
る
「
他
者
」
と
い
う
課
題
の
視
点
か
ら
「
除
く
」
と
い
う
語
を
課
題
と
し
た
。
そ
こ
で
、
最
後
に

注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
『
歎
異
抄
』
に
記
さ
れ
た
親
鸞
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
、

念
仏
ま
こ
と
に
浄
土
に
生
ま
る
る
種
に
て
や
は
ん
べ
ら
ん
、
ま
た
地
獄
に
堕
つ
べ
き
業
に
て
や
は
ん
べ
る
ら
ん
、
総
じ
て
も
て
存
知
せ
ざ
る
な
り
は
ま
こ
と
に
浄
土

に
生
ま
る
ゝ
た
ね
に
て
や
は
ん
べ
ら
ん
、
ま
た
地
獄
に
お
つ
べ
き
に
て
や
は
ん
べ
る
ら
ん
、
総
じ
て
も
て
存
知
せ
ざ
る
な
り
。

で
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
後
序
に
記
さ
れ
た
次
の
言
葉
で
あ
る
。

聖
人
の
お
ほ
せ
に
は
、
善
悪
の
ふ
た
つ
総
じ
て
も
て
存
知
せ
ざ
る
な
り
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
如
来
の
御
こ
ゝ
ろ
に
よ
し
と
お
ぼ
し
め
す
ほ
ど
に
し
り
と
を
し
た
な
ら
ば

こ
そ
、
よ
き
を
し
り
た
る
に
て
も
あ
ら
め
、
如
来
の
あ
し
と
お
ぼ
し
め
す
ほ
ど
に
し
り
と
ほ
し
た
な
ら
ば
こ
そ
、
あ
し
さ
を
し
り
た
る
に
て
も
あ
ら
め
ど
、
煩
悩
具

足
の
凡
夫
、
火
宅
無
ま
こ
と
に
て
お
わ
し
ま
す
と
こ
そ
お
ほ
せ
は
さ
ふ
ら
ひ
し
か
。
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こ
の
二
つ
の
文
義
は
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
善
・
悪
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
二
項
対
立
を
否
定
す
る
。
さ
ら
に
は
否
定
す
る
こ
と
さ
え
も
超
え
て
、
凡
夫
は
た

だ
仏
に
ゆ
だ
ね
念
仏
の
道
を
歩
む
意
外
に
な
い
と
明
か
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
難
化
の
三
機
の
救
済
の
可
能
性
の
有
無
、
そ
し
て
浄
土
往
生
後
の
菩
薩
の
利
他
教
化
と

い
っ
た
、
凡
夫
に
は
直
接
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
阿
弥
陀
仏
の
は
か
ら
い
を
根
本
と
し
た
は
た
ら
き
に
つ
い
て
は
「
除
く
」、
す
な
わ
ち
捨
置
記
と
い
う
態
度

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
親
鸞
が
「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
法
語
」
の
中
で
語
る
「
つ
ね
に
さ
た
す
べ
き
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
仏
智
に
対
す
る

態
度
に
繋
が
る
。

　

以
上
、
大
変
雑
駁
な
論
考
で
残
さ
れ
た
問
題
も
多
々
あ
る
。
継
続
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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ictionary”

（M
otilal 

Banarsidass

、
第
十
六
版
、
二
〇
一
一
年
）
頁
。

（　

）
9	

能
仁
正
顕
「
無
量
寿
経
に
お
け
る
唯
除
（sthāpayitvā

）
の
意
趣
―
―
大

乗
菩
薩
の
誓
願
に
か
か
わ
っ
て
」『
龍
谷
大
学
論
集
』（
四
八
一
号
、
二
〇
一
三

年
、
二
頁
。

（　

）
10	

阿
理
生
「“sthāpayitvā”

の
語
義
に
つ
い
て
―
―
経
論
に
お
け
る
用
例
を

通
じ
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
九
‐
二
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（　

）
11	

“T
he collected w

orks of Shinran

（CW
S

）”

（
本
願
寺
出
版
社
、
一
九

九
七
年
）
八
〇
頁
。

（　

）
12	
『
聖
典
全
書
』
一
、
二
五
頁
。

（　

）
13	
同
右
、
二
六
頁
。

（　

）
14	

同
右
、
四
七
頁
。

存
覚
に
お
け
る
逆
謗
摂
取
の
理
解
に
つ
い
て

一
八



（　

）
15	

同
右
、
四
七
頁
。

（　

）
16	
『
聖
典
全
書
』
二
、
一
三
九
頁
。

（　

）
17	

“CW
S”

（
一
六
〇
頁
）
で
は
、
第
二
十
二
願
文
の
「
除
く
」
に
はexpect 

for

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（　

）
18	

『
聖
典
全
書
』
二
、
三
四
三
頁
。

（　

）
19	

同
右
、
一
二
五
～
一
二
六
頁
。

（　

）
20	

同
右
、
一
二
八
頁
。

（　

）
21	

『
大
正
蔵
』
四
七
・
四
三
・
下

（　

）
22	

松
田
貫
了
「
釈
浄
土
群
疑
論
標
目
考
」（『
浄
土
宗
全
書
』
六
『
群
疑
論
大
科

列
章
』）、
金
子
寛
哉
『『
釈
浄
土
群
疑
論
の
研
究
』（
大
正
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
六
年
）
参
照
。
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
に
「
昔
よ
り
の
会
釈
、
自

ず
か
ら
百
家
を
成
す
」（（『
大
正
蔵
』
三
七
・
一
五
一
・
中
）
と
十
三
説
を
挙

げ
る
。
し
か
し
懐
感
も
憬
興
も
異
説
を
示
す
の
み
で
、
そ
れ
が
誰
の
説
で
あ
る

の
か
を
記
し
て
い
な
い
。『
新
纂　

浄
土
宗
大
辞
典
』（
浄
土
宗
、
二
〇
一
六

年
）
に
は
、
道
忠
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
に
は
九
人
の
人
師
の
名
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
一
々
の
説
す
べ

て
を
確
認
出
来
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
点
は
別
稿
で
補
足
し
た
い
。

（　

）
23	

『
大
正
蔵
』
三
七
・
一
二
九
・
中
。

（　

）
24	

同
右
、
三
七
・
一
八
四
・
中
～
下
。

（　

）
25	

同
三
、
四
七
・
八
六
・
下
。

（　

）
26	

西
本
照
真
『
三
階
教
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（　

）
27	

『
大
正
蔵
』
四
七
・
七
二
・
下
。

（　

）
28	

『
聖
典
全
書
』
二
、
六
〇
六
頁
。

（　

）
29	

同
右
、
八
〇
九
頁
。

（　

）
30	

同
右
、
八
一
三
頁
。

（　

）
31	

同
右
、
七
六
七
頁
。

（　

）
32	

一
方
、
逆
謗
闡
提
を
専
修
念
仏
者
、
さ
ら
に
自
己
の
姿
と
重
ね
る
見
方
に
対

す
る
批
判
的
な
理
解
と
し
て
、
古
田
武
彦
『
親
鸞
―
―
人
と
思
想
―
―
』（
清

水
書
院
、
一
九
七
〇
年
）
が
あ
る
。
古
田
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
小
論
で

引
用
し
た
『
末
燈
鈔
』
に
見
る
定
義
で
あ
る
。
そ
し
て
逆
謗
闡
提
と
自
己
を
重

ね
る
見
方
は
、
近
代
宗
学
の
落
と
し
穴
で
あ
る
と
も
い
い
、
金
子
大
栄
・
曽
我

量
深
の
名
を
挙
げ
、
そ
し
て
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』
を
引

用
し
て
批
判
し
、
逆
謗
闡
提
は
専
修
念
仏
教
団
を
弾
圧
し
た
人
々
の
側
を
指
す

も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
（
一
九
六
～
二
〇
三
頁
参
照
）。

（　

）
33	

『
聖
典
全
書
』
二
、
一
一
三
頁
。

（　

）
34	

同
右
、
一
一
三
頁
。

（　

）
35	

岡
亮
二
『
教
行
信
証　

口
述
50
講　

信
の
巻
下
』
三
（
教
育
新
潮
社
、
一
九

八
七
年
）、
二
〇
七
～
二
一
六
頁
。

（　

）
36	

内
藤
知
康
「
真
宗
教
学
に
お
け
る
五
逆
・
謗
法
・
一
闡
提
の
位
置
づ
け
」

（『
真
宗
学
』
一
〇
八
、
二
〇
〇
三
年
）、
六

　

三
頁
。
内
藤
の
論
考
は
、
註
31
に
記
し
た
古
田
武
彦
の
見
解
に
対
す
る
建
設
的
な

批
判
と
い
う
意
義
を
も
つ
。

（　

）
37	

『
大
正
蔵
』
十
二
・
四
二
五
・
中
。

（　

）
38	

同
右
、
十
二
・
四
二
五
・
下
～
四
二
六
・
上
。

（　

）
39	

同
右
、
十
二
・
五
二
四
・
下
。

（　

）
40	

下
田
正
弘
「『
大
乗
涅
槃
経
』
の
思
想
構
造
―
―
一
闡
提
の
問
題
に
つ
い
て

―
―
」（『
仏
教
学
』
二
七
、
一
九
八
九
年
、
六
九
～
九
五
頁
）
に
従
う
と
、

「
一
闡
提
」
の
根
本
は
利
養
に
執
着
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
教
団
を

破
壊
に
導
く
こ
と
か
ら
五
逆
罪
を
犯
し
て
成
仏
し
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
覚
っ

た
と
妄
語
し
て
「
四
重
禁
」
を
も
犯
す
こ
と
に
な
る
。

（　

）
41	

『
聖
典
全
書
』
二
、
六
頁
。

（　

）
42	

同
右
、
三
七
六
頁
。

存
覚
に
お
け
る
逆
謗
摂
取
の
理
解
に
つ
い
て

一
九



（　

）
43	

鍋
島
直
樹
『
ア
ジ
ャ
セ
王
の
救
い
―
―
王
舎
城
悲
劇
の
深
層
―
―
』（
方
丈

堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
〇
～
二
四
一
頁
）
の
中
で
、
阿
闍
世
を
は
じ
め

と
す
る
王
舎
城
悲
劇
の
登
場
人
物
は
、
第
一
に
私
た
ち
自
身
と
同
じ
凡
夫
と
し

て
描
か
れ
、
第
二
に
宗
教
的
象
徴
と
し
て
権
化
の
仁
、
菩
薩
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（　

）
44	

『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
六
二
～
一
一
六
三
頁
。

（　

）
45	

同
右
、
五
六
五
頁
。

（　

）
46	

同
右
、
五
六
五
～
五
六
六
頁
。

（　

）
47	

同
右
、
四
八
七
～
四
八
八
頁
。

（　

）
48	

同
右
、
四
九
〇
頁
。

（　

）
49	

同
右
、
五
八
四
頁
。

（　

）
50	

同
右
、
五
四
一
頁
。

（　

）
51	

同
右
、
六
〇
六
～
六
〇
七
頁
。

（　

）
52	

同
右
、
六
四
二
頁
。

（　

）
53	

同
右
、
六
八
三
頁
。

（　

）
54	

同
右
、
一
三
八
一
頁
。

（　

）
55	

拙
稿
「『
教
行
証
文
類
』「
化
身
土
文
類
」
末
の
意
義
―
―
存
覚
の
神
祇
観
を

理
解
す
る
た
め
に
」『
世
界
仏
教
文
化
研
究
論
叢
』
六
一
（
二
〇
二
二
年
）
参

照
。

（　

）
56	

『
聖
典
全
書
』
四
、
一
一
一
〇
頁
。

（　

）
57	

同
右
、
一
一
九
一
～
一
一
九
二
頁
。

（　

）
58	

同
右
、
九
三
八
～
九
三
九
頁
。

（　

）
59	

能
仁
前
掲
論
文
、
二
八
頁
。

（　

）
60	

『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
五
四
頁
。

（　

）
61	

同
右
、
一
〇
七
四
頁
。

（　

）
62	

同
右
、
七
七
四
頁
参
照
。

存
覚
に
お
け
る
逆
謗
摂
取
の
理
解
に
つ
い
て

二
〇
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